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　町では、平成28年に策定の「新庁舎整備基本構想」、平成
29年12月に策定の「新庁舎整備基本計画」に基づき、昨年
度3回にわたって開かれた新庁舎建設町民懇話会、町議会議
員からの意見聴取、職員による庁内検討作業部会により、新
庁舎建設に向けてさまざまな検討を重ねてきました。
　昨年12月には、懇話会からの報告書を受け、進めてきた
基本設計の内容について、町民説明会において町民の皆さん
に説明を行いました。本号では、これらの経過を踏まえ完成
した新庁舎建設基本設計の概要についてお知らせします。
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新庁舎の概要
【計 画 地】　�富士川町天神中條1134番地ほか
【敷地面積】　7,665㎡
【構　　造】　�プレストレスト鉄筋コンクリート造

（耐震構造）
【規　　模】　地上3階、一部地下1階
【建築面積】　1,975㎡
【延床面積】　4,807㎡
【駐車台数】　154台

新庁舎の規模は、
現在6か所に分散してい
る建物の、総延床面積約
6,200㎡を
約22％減らし
約4,800㎡に
おさえました。

平面・立面計画
　誰にも、わかりやすく、利用しやすく、移動しやすい平面
計画を基本方針としています。窓口利用の多い課を集約した
1階は、待合を挟むように執務室を配置して、来庁者が利用
しやすい計画とします。
　会議室や議会エリアも多用途に対応することで、諸室の効
率化を図り、コンパクトな平面計画とします。
　正面となる西側と東側の立面は、富士川の長く雄大な流れ
をモチーフに水平ラインを強調し、ガラスカーテンウォール
により透明感のある立面計画とします。

分散している庁舎を1つ
に統合することによって
用事が1か所で

終わります！

人や環境に優しく
町民の安全と安心を支える

新庁舎
― その 9 ―

（イメージ図）

シリーズ
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●お問い合わせ
　管財課　施設整備担当　☎22−7206

※基本設計とは
　新庁舎整備基本計画に基づき、必要な
機能や建物配置、空間の構成、デザイン
などについてまとめたものです。

※�新庁舎建設基本設計 概要版は、町ホー
ムページ「富士川町新庁舎整備」に掲
載していますのでご覧ください。

配置計画
　現庁舎を使用しながらの建設工事に
よるコスト縮減や、近隣住民への日陰の
影響軽減、災害時の新庁舎周辺の空地確
保、富士川町役場前交差点を中心とした
緑化と庁舎の一体感や景観形成などを
考慮した配置とします。

災害時計画
　屋上に設置した太陽光パネルと蓄電池を災
害時の補助電源として使用します。また、72
時間運転可能な地下式燃料タンクを備えた非
常用発電設備を設置します。

概算設計工事費
▶建築主体・電気設備・機械設備工事� 19億5千万円
▶その他工事（歩廊、造成・外構工事など）� 3億5千万円
▶省エネ・環境対策（地中熱利用、太陽光発電など）� 1億8千万円
　※国の補助事業

合計　　24億8千万円

環境計画
　ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）庁舎
を目指します。地中熱空調設備、井水利用、外断
熱工法、Low-Eガラスなどによる省エネ化に加
え、太陽光発電設備による創エネ化を行い、将来
にわたるランニングコストを抑えます。

今後のスケジュール

総事業費は、
設計費や解体費など
全てを含めても
30億円を下回る

計画です。

令和2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

合併推進債が
活用できる令和6年度まで
に建設することで、
町の負担が半分程度
ですみます！

（イメージ図）
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実施設計

建設工事

外構・解体工事

仮開庁

本開庁
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会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 90億 1,419 万 2千円 7.2％
特　別　会　計 45億 7,547 万 1千円 △ 6.3％
国民健康保険 16億 4,735 万円 △ 2.2％
後期高齢者医療 3億 7,666 万 4千円 1.8％
介護保険 16億 5,186 万 3千円 △ 9.6％
介護サービス事業 8,436 万 8千円 △ 4.5％
奨学金 48万円 △ 33.3％
簡易水道事業 1億 1,042 万 7千円 3.1％
下水道事業 6億 3,309 万 5千円 △ 14.4％
営農飲雑用水事業 560 万 4千円 21.5％
箱原農業集落排水事業 1,332 万 6千円 0.2％
鹿島財産区 5万 7千円 △ 5.0％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 43 万 1千円 △ 2.3％
かじかの湯事業 4,910 万円 9.3％
峡南地区通級指導教室共同設置 185 万円 5.7％
峡南地区充指導主事共同設置 85万 6千円 1.2％
公営企業会計 4億 3,738 万 5千円 △ 3.8％
水道事業 4億 3,738 万 5千円 △ 3.8％

予 算 用 語 説 明
一般会計…町の行政運営の基本的な経費が計上される会計
特別会計…特定の事業を行うため、一般会計と区別して処理す
る会計
公営企業会計…事業収入により経営する会計
町　税…町民税・固定資産税など皆さんが町に納める税金
地方交付税…所得税など国が徴収した税金の中から、町の財政
状況に応じて交付されるお金
国・県支出金…事業など特定の目的の財源として、国や県から
支出されるお金

町　債…事業を行うために国や金融機関から借り入れるお金
繰入金…一般会計、特別会計、基金の会計間におけるお金の移
動を表す言葉
扶助費…児童手当や法令により障がい者・高齢者などに支給す
るお金
普通建設事業費…道路、学校など公共施設の整備などに使うお
金
繰出金…特別会計・企業会計への繰出金

【農林水産業費】
12,827 円

農業・林業の振興
に

【衛生費】
87,455 円

保健やごみ処理に
町民1人当たりの

予　算

606,812円
※一般会計の予算額を
令和2年4月1日現在
の町の人口 14,855 人
で割ったものです。

　令和2年度の町の予算は、一般会
計総額90億1,419万2千円、対前
年比7.2％の増、14特別会計・1企
業会計総額50億1,285万6千円、
合わせて140億2,704万8千円とな
りました。
　今年度の予算は、厳しい財政状況
下ではありますが、徹底した行財政
改革の実行と、事務事業の合理化に
よる行政の効率化を図るとともに、
健全化に努め、地域の実情に即した
効率的な財政運営を進めるための予
算となっております。また、現在進
行中の7大事業実現に向け、更なる
事務事業を精査し、「暮らしと自然が
輝く交流のまち」を目指した予算と
なっています。
　それでは、令和2年度の町の予算
の詳細を見てみましょう。

【民生費】
135,110 円

高齢者・障がい者・
子どもの支援に

【消防費】
21,373 円

消防・防災に

【総務費】
102,486 円

防災や公共交通の
整備に

【土木費】
51,264 円

道路・橋などの整
備・維持管理に

【議会費】
6,056 円

議会の活動に

【商工費】
7,881 円

商工業・観光の振
興に

【公債費】
66,121 円

町の借金の返済に

【教育費】
111,460 円

学校・社会教育・
文化・スポーツに

令和2年度
富士川町当初予算
令和2年度
富士川町当初予算

〜“暮らしと自然が輝く交流のまち”を目指して〜

一般会計は

90億 1 ,419万2千円
対前年度比7.2％増
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一般会計予算の内訳

歳入

歳出

歳出予算の性質別

歳出

分担金及び
負担金　1.1％

町債
14.6％

町税
15.5%

繰入金
17.5％

使用料及び
手数料　1.0％

地方交付税
26.6％

その他
11.5％

国・県支出金
12.2％

その他　0.8％
議会費　1.0％

農林水産業費
2.1％

民生費
22.3％

衛生費
14.4％

公債費
10.9％

総務費
16.9％

教育費
18.4％

消防費
　3.5％
消防費
　3.5％土木費

8.4％
土木費
8.4％

物件費
11％
物件費
11％

貸付金
4％
貸付金
4％

商工費　1.3％

普通建設事業
21％

人件費
17％

補助費等
16％

繰出金
11％

公債費
11％

扶助費
9％

積立金、予備費、
災害復旧事業　0.2％

歳　　　　　　　　入
町 税 14億 104 万 4千円
地 方 交 付 税 24億円
国 ・ 県 支 出 金 10億 9,705 万 8千円
使 用 料 及 び 手 数 料 9,046 万 5千円
分 担 金 及 び 負 担 金 1億 99万 1千円
町 債 13億 1,390 万 9千円
繰 入 金 15億 7,370 万 4千円
そ の 他 10億 3,702 万 1千円

合　　　　　計 90億 1,419 万 2千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 8,996 万円
総 務 費 15億 2,243 万 5千円
総 務 管 理 費 11億 495 万 9千円
徴 税 費 1億 879 万 3千円
戸籍住民基本台帳費 3,242 万 2千円
選 挙 費 55万 2千円
企 画 費 2億 6,837 万 1千円
統 計 調 査 費 695 万 9千円
監 査 委 員 費 37万 9千円
民 生 費 20億 705 万 7千円
社 会 福 祉 費 12億 4,780 万 8千円
児 童 福 祉 費 7億 5,924 万 9千円
衛 生 費 12億 9,914 万 3千円
保 健 衛 生 費 10億 1,255 万 7千円
清 掃 費 2億 8,658 万 6千円
労 働 費 800 万円
農林水産業費 1億 9,054 万 7千円
農 業 費 1億 4,327 万 6千円
林 業 費 2,819 万 8千円
地 籍 調 査 費 1,907 万 3千円
商 工 費 1億 1,706 万 6千円
土 木 費 7億 6,152 万 2千円
土 木 管 理 費 4,756 万円
道 路 橋 梁 費 1億 7,868 万 6千円
河 川 費 1,024 万 8千円
都 市 計 画 費 3億 6,681 万円
住 宅 費 6,977 万 6千円
ま ち づ く り 推 進 費 8,844 万 2千円
消 防 費 3億 1,750 万 1千円
教 育 費 16億 5,574 万 3千円
教 育 総 務 費 8億 1,609 万 9千円
小 学 校 費 1億 4,265 万 7千円
中 学 校 費 8,036 万 1千円
社 会 教 育 費 3億 572 万円
保 健 体 育 費 7,414 万 4千円
学 校 給 食 費 2億 2,210 万 6千円
町 民 会 館 費 1,465 万 6千円
災 害 復 旧 費 270 万円
公 債 費 9億 8,223 万 3千円
諸 支 出 金 5,328 万 5千円
公 営 企 業 費 5,194 万 6千円
基 金 費 133 万 9千円
予 備 費 700 万円

合　　　　　計 90億 1,419 万 2千円

歳 入

歳 出

（5）令和 2. 5 月号　No.122



一般会計
　主 な 歳 出

■　総務費・消防費　■
峡南広域行政組合に関する費用� 3 億 7,069 万 5千円

議会・総務費� 1,698 万 9千円
情報センター� 2,881 万 6千円
電算システム� 2,373 万 6千円
広域ネット� 1,287 万 6千円
老人ホーム（民生費）� 1,667 万 5千円
障害程度区分認定（民生費）� 112 万 7千円
消防費� 2 億 7,047 万 6千円

新庁舎建設実施設計業務� 1 億 970 万 6千円
新庁舎整備事業土地購入費等� 1 億 410 万 7千円
土地開発基金土地購入費� 3 億 9,341 万円
ふるさと納税報償費� 2,419 万 2千円
地域力創造交付金� 977 万 7千円
デマンドバス・代替バスなどの生活推進費� 5,230 万 1千円
消防団運営費など非常備消防費� 2,187 万 1千円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費� 900 万円
障がい者自立支援給付費� 3 億 3,624 万円
子ども医療費・ひとり親家庭医療費� 6,648 万円
児童手当� 1 億 9,287 万 3千円
出産祝金� 414 万円
保育所総務費� 3 億 6,279 万 4千円
中央保育所費� 1,411 万円

■　衛　生　費　■
峡南医療センター企業団運営負担金� 3 億 1,713 万 1千円
峡南医療センター企業団貸付金� 4 億円
定期予防接種� 2,210 万円
特定健康診査など健康診査業務� 4,500 万円
浄化槽設置整備事業補助金� 157 万 4千円
太陽光発電システム設置補助金� 790 万円
一般廃棄物収集業務など� 8,527 万 9千円
中巨摩地区広域行政事務組合負担金� 1 億 239 万 7千円
三郡衛生組合負担金� 7,292 万 4千円

■　農林水産業費・商工費　■
未来を拓くやまなし応援事業� 1,316 万 2千円
土地改良施設耐震対策事業� 155 万 4千円
青柳排水機場除塵機修繕工事等� 315 万円
中山間地域総合整備事業� 153 万円
農地環境整備事業� 229 万 5千円
経営体育成基盤整備事業� 1,017 万円
分収造林施業工事� 158 万 4千円
小規模治山事業� 600 万円
地籍調査費� 1,907 万 3千円
商工会事業設備等利子補給など補助金� 1,294 万円
まほらの湯空調設備更新工事等� 1,040 万 4千円
十谷大型バス駐車場土地購入費等� 450 万円

■　教　育　費　■
学校給食センター整備事業� 6 億 1,129 万 8千円
増穂小校舎外壁塗装改修工事� 7,439 万 3千円
学校敷地防犯カメラ設置工事� 93 万 5千円
ますほ文化ホール指定管理料� 3,056 万 7千円
ますほ文化ホール音響設備リース料� 1,008 万円
ますほ文化ホールマルチエアコン更新工事� 484 万円
図書館建設事業負担金� 1 億 9,374 万円
利根川公園テニスコート夜間照明 LED化事業� 1,129 万 5千円
給食センター費� 1 億 7,986 万 7千円
町民会館管理費� 1,465 万 6千円

■　土　木　費　■
橋梁補修設計業務� 1,030 万円
橋梁長寿命化橋梁補修工事� 510 万円
リニア側道土地購入費� 1,600 万円
大法師線など道路改良舗装工事� 6,500 万円
道整備交付金事業（大椚大久保線）� 1,763 万 9千円
町営梅林第 3団地外壁屋上改修工事� 2,657 万円
下水道事業特別会計繰出金� 3 億 3,042 万 6千円
富士川いきいきスポーツ公園整備事業� 5,020 万円
危険空き家解体補助� 100 万円

一般会計
　主 な 歳 出 ここが焦点 !!

▲デマンドバス

▲建設中の給食センター

ここが焦点 !!
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　新型コロナウイルス感染拡大防止のための外出自粛により、生活リズムが変わった方が多いと思います。食
事が不規則になったり、動く機会が減っていませんか？
　感染症予防のためにまずできることは、健康的な生活を送り、ウイルスに負けない抵抗力をつけておくこと
です。子どもから高齢者まで共通して、気をつけてほしいポイントをまとめました。

自宅でもできるちょっとした体操をしましょう
・ラジオ体操、ストレッチに加えて、筋力を落とさないようにスクワットなどの筋トレを毎日続けましょう。
・天気が良い日は太陽の光を浴びて、散歩、ジョギングもお勧めです。外出後は手洗い、うがいをしましょう。

バランスよく食べて、お口を清潔に保ちましょう
・�体重増加を気にして食事を控える方もいると思いますが、栄養を摂ることで抵抗力を高めることができます。
1日 3食、バランスよく食べましょう。特に、高齢者はフレイル（虚弱）予防に、タンパク質（肉、魚、卵、
豆腐類、乳製品など）をしっかり摂ってください。
・�お口を清潔に保つことが、感染症予防に有効です。毎食後、寝る前の歯磨きを行いましょう。入れ歯をつけて
いる方は、外してきれいに磨きましょう。

しっかり睡眠をとりましょう。タバコは感染症重症化の一因に。この機会に禁煙を！
・�睡眠でしっかりと体を休めることで抵抗力がつきます。いつもと違う生活リズムになり、寝る時間が遅くなり
がちです。いつも通りに布団に入るようにしましょう。
・タバコは心臓、呼吸器系の機能を低下させるため、感染した場合、重症化しやすい傾向があります。
　家族への受動喫煙防止のためにも、この機会に禁煙にチャレンジすることをお勧めします。

電話で話をして、友だち・家族と支え合いましょう
　一人で過ごしていると、気持ちが沈みがちになります。直接会うのは控えても、友だちや家族と電
話で話してみましょう。人とつながることで、心が元気になります。

◇富士川CATV（11ch）放送番組
　�　町ではフレイル予防につながる介護予防体操や、お口の体操などを富士川CATVで放送しています。ぜひ
ご覧ください。
　「富士川町健康情報カフェ」　午前9時〜、午前11時〜（介護予防体操のみ）、午後8時〜
　「ニコニコ長生きやまなし体操」＆「かみかみ百歳体操」　午後3時〜、午後7時〜

●お問い合わせ　福祉保健課　☎22−7207

町内で事業を営む皆さんへ
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、売り上げが減少したり、仕入に影響を受けている中小・小規模事業
者に対する支援制度があります。お気軽にご相談ください。

【富士川町商工会】
◇相談内容　資金繰りなどの金融関連、従業員の雇用に関する助成金の活用など
※商工会や地域の情報は商工会HPでも更新しています。（http://www.fujikawa-shokokai.com/）
※Facebookも開設しています。「富士川町商工会」で検索してください。
●お問い合わせ　富士川町商工会　☎22−0870

【山梨県中小企業金融相談窓口】
◇相談内容　県の融資制度の紹介、さまざまな金融に関する相談（専門の相談員が対応します）
◇相談窓口　県庁別館3階　産業振興課（055−223−1554）
　　　　　　水、木、金曜（月、火曜は金融担当職員が対応。）午前9時〜午後4時
※県HPでも、融資制度を紹介しています。（https://www.pref.yamanashi.jp/sangyo-sin/sinkousikin/shingatahaien.html）
●お問い合わせ　県産業労働部　産業振興課　☎055−223−1537

新型コロナウイルスに負けない体づくりを！

外出自粛　自宅で過ごす時のポイント

新型コロナウイルス感染症対策
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令
和
2
年
度
富
士
川
町
消
防
団
の

入
団
者
お
よ
び
新
役
員
、
ま
た
退
団

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
分
団
長
》

　
長
澤
俊
一
（
1
）
秋
山
達
哉
（
3
）

　
井
上　
明
（
4
）
小
池
公
次
（
6
）

《
副
分
団
長
》

　
橋
本
秀
平
（
4
）

《
部
長
》

　
中
込
智
博
（
5
）

《
団
員
》

　
清
水
直
樹
（
2
）
樋
口
正
紀
（
2
）

　
窪
田
和
也
（
2
）
依
田
和
樹
（
2
）

　
初
鹿
野
実
（
3
）
鈴
木　
勝
（
3
）

　
深
澤
健
吾
（
4
）
大
久
保
稜
（
4
）

　
依
田
友
和
（
5
）
山
口
宗
一
郎
（
6
）

　
飯
田
拓
也
（
7
）
野
中
昭
彦
（
8
）

◆
入
団
者

《
団
員
》

　
深
澤
良
太
（
1
）
田
中
敦
貴
（
1
）

　
佐
藤
俊
紀
（
1
）
相
川
夏
紀
（
2
）

　
齊
藤
裕
介
（
3
）
佐
々
木
彪
暉
（
4
）

　
柳　
真
吾
（
5
）
秋
山
拓
也
（
5
）

　
河
野　
真
（
7
）

◆
新
役
員

《
分
団
長
》

　
井
上
洋
一
（
1
）
望
月
幸
一
（
2
）

　
秋
山
利
也
（
3
）
芦
澤
克
久
（
4
）

　
井
上
大
輔
（
6
）
田
村
健
治
（
7
）

　
樋
口
哲
也
（
8
）
望
月
大
輔
（
9
）

《
副
分
団
長
》

　
深
澤　
聡
（
1
）
市
川
智
一
（
2
）

　
井
上
雄
也
（
4
）
井
上　
仁
（
6
）

　
髙
橋
与
樹
（
7
）
宮
崎
賢
吾
（
8
）

　
望
月
勇
太
（
9
）

《
部
長
》

　
谷　
浩
貴
（
1
）
杉
田
孝
輔
（
1
）

　
井
上　
卓
（
2
）
秋
山
真
樹
（
3
）

　
渡
邉
和
哉
（
4
）
堀
内
敬
士
（
5
）

　
井
上
太
一
（
6
）
秋
山　
塁
（
7
）

　
栁
澤
弘
征
（
7
）
高
野
徳
仁
（
7
）

　
丸
山
猛
士
（
8
）
宮
崎
真
一
（
8
）

　
保
坂　
伸
（
8
）
依
田
大
地
（
9
）

《
班
長
》

　
深
沢
和
樹
（
1
）
石
部
大
雅
（
2
）

　
折
居
恭
平
（
3
）
丸
山
雅
之
（
4
）

　
佐
野
史
剛
（
4
）
深
沢
佳
秀
（
5
）

　
樋
口　
厚
（
6
）
井
上
茂
樹
（
7
）

　
遠
藤　
岳
（
7
）
依
田
文
哉
（
8
）

《
機
械
係
》

　
小
池　
潤
（
1
）
中
村
好
宏
（
1
）

　
保
坂　
昴
（
1
）
小
林
泰
之
（
2
）

　
千
頭
和
拓
馬
（
2
）
片
田　
葵
（
3
）

　
内
池　
仁
（
3
）
望
月
健
登
（
4
）

　
神
山
浩
大
（
7
）
遠
藤　
仁
（
7
）

　
雨
宮
尚
司
（
7
）
深
澤
慶
隆
（
8
）

　
望
月
智
秀
（
8
）
樋
口
将
太
（
9
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》

　
田
中
康
太
（
3
）

《
ラ
ッ
パ
隊
》

　
望
月
恭
彦
（
1
）
相
川
夏
紀
（
2
）

　
善
積
圭
太
（
3
）
井
上
裕
矢
（
4
）

　
若
林
克
友
（
6
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
交
通
課　
消
防
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

　
障
害
者
相
談
員
は
、身
体
障
害
な
ら
び
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
々
の
相
談
に

応
じ
、
福
祉
施
策
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
、
助

言
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て

い
る
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
3
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
が
2
名

委
嘱
を
受
け
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
が
あ
る
方
は
、
次
の
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
順
不
同
）

（
任
期　
令
和
2
年
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
3
月
31
日
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
選
任

　
令
和
2
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
に
増
原

俊
郎
氏
（
鰍
沢
中
区
）
が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
公
平
委
員
の
同
意

　
令
和
2
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
公
平
委
員
に
折
居
正
彦

氏
（
長
澤
区
）
を
再
任
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

●
身
体
障
害
者
相
談
員

●
知
的
障
害
者
相
談
員

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

竹内　正直 氏
最勝寺 1347
☎ 22−4567

赤池ひとみ 氏
青柳町 34−1
☎ 22−1916

有泉　政弘 氏
小林 1689
☎ 22−1719

依田　貞子 氏
箱原 48−1
☎ 27−0351

中込　初代 氏
大椚 392−12
☎ 22−6822

消
防
団
任
命

人

事

人

事増原　俊郎 氏
（鰍沢中区）
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環境担当です
こんにちは！

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209

り
除
く
道
具
を
持
参
し
、
フ
ン
を

し
た
ら
、
直
ち
に
片
付
け
て
く
だ

さ
い
。

②
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
子
ど
も
や
高
齢
の
方
が
、
放
れ

て
い
る
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
、
転

倒
し
て
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事
件

も
起
き
て
い
ま
す
。
散
歩
の
際
に

は
、
リ
ー
ド
を
し
っ
か
り
握
り
、

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
が
家
や
敷
地

内
か
ら
外
に
絶
対
に
出
な
い
よ
う

な
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
ら
！

　
最
近
、
迷
い
犬
の
情
報
な
ど
が

役
場
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
ら

直
ち
に
役
場
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
迷
い
犬
の
飼
い
主

が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
よ
う
に
、
首

輪
に
犬
鑑
札
や
狂
犬
病
注
射
済
票

を
必
ず
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
や

放
し
飼
い
に
関
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
違
反
が
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
掛
け
て
い

ま
す
。
周
囲
の
方
や
、
犬
が
苦
手

な
方
の
気
持
ち
に
配
慮
し
て
、
適

正
な
飼
育
を
お
願
い
し
ま
す
。

①�

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
！

　
公
園
や
道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ

て
い
る
犬
の
フ
ン
を
見
て
、
良
い

気
持
ち
に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
あ
り
、最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　
散
歩
時
に
は
、
必
ず
フ
ン
を
取

富士川いきいきスポーツ公園管理棟　供用開始
　富士川いきいきスポーツ公園の管理棟が完成し、4月1日から供用開始しました。会議室や更衣室、屋外トイレ
を備え、富士川いきいきスポーツ公園のご利用の際にご活用いただけます。

◇休 業 日　毎週月曜日（祝日の場合は開業します）
　　　　　　年末年始（12月28日〜翌年1月4日）
◇設　　備　会議室・更衣室・屋外トイレ
◇会議室利用方法　事前予約が必要です。予約は、電子申請または教育委員会窓口で申請してください。
◇会議室利用料金

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、利用を中止します。

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361

▲会議室 ▲更衣室

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

種　別
社会体育施設 使用料

（1時間当たり）施　　設 使用時間

会議室 富士川いきいきスポーツ公園管理棟 午前8時30分〜午後7時 420円

　1．町外者が使用する場合は、表に定める額の2倍に相当する額とする。
　2．利用時間が1時間に満たない場合は、1時間とする。
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去

改
修
費
の
補
助
制
度

　
町
で
は
、
地
震
の
際
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
な
く

す
た
め
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
自
主
的
な
撤
去
お
よ
び
改
修
を
す

る
な
ど
の
安
全
対
策
を
支
援
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
自
宅
の
敷
地
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も

に
、
本
制
度
を
利
用
し
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
お
よ
び
改
修

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◇
補
助
対
象
工
事

【
撤
去
】

　
1
・
8
m
以
上
の
道
路
に
接
し
た

土
地
、
公
園
・
公
共
施
設
の
敷
地
な

ど
に
接
し
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
土
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が
60

㎝
を
超
え
る
も
の
。

【
改
修
】

　
撤
去
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
換

え
て
、
新
た
に
生
け
垣
の
設
置
を
行

う
も
の
。

◇
補
助
金
額
（
補
助
単
価
限
度
額
）

【
撤
去
】

　
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費

　
　
　
　
1
1
，2
0
0
円
／
㎥

【
改
修
】

　
生
け
垣
の
新
設

　
　
　
　
　
5
，0
0
0
円
／
m

　
支
柱
購
入

　
　
　
　
　
2
，0
0
0
円
／
m

　
擁
壁
類
（
基
礎
部
）

　
　
　
　
1
2
，6
0
0
円
／
m

※�

補
助
金
の
額
は
、
補
助
単
価
限
度

額
を
超
え
な
い
範
囲
と
し
、
区
分

ご
と
の
対
象
経
費
に
補
助
率
を
乗

じ
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※�

補
助
金
の
額
は
30
万
円
を
限
度
と

す
る
。（
1
つ
の
敷
地
に
つ
き
1
回

限
り
）

※�
補
助
率
は
実
施
経
費
の
2
／
3
以

内
と
す
る
。

※�

補
助
制
度
の
期
限
は
令
和
3
年
3

月
31
日
ま
で
。

民
間
分
譲
宅
地
開
発
支
援

事
業
の
補
助
制
度

　
町
で
は
、
住
宅
用
地
の
供
給
の
促

進
を
図
り
、
良
好
な
住
環
境
整
備
を

推
進
し
、
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び

秩
序
あ
る
市
街
地
形
成
を
図
る
た

め
、
宅
地
分
譲
事
業
を
実
施
す
る
民

間
事
業
者
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

◇
交
付
対
象
者

　
町
内
に
1
戸
建
て
分
譲
用
宅
地
を

開
発
す
る
民
間
事
業
者

◇
交
付
対
象
条
件

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

・�

2
区
画
以
上
の
分
譲
区
画
を
整
備

す
る
も
の
。

・�

宅
地
開
発
す
る
分
譲
用
宅
地
が
、

宅
地
開
発
後
に
お
い
て
住
居
用
の

1
戸
建
て
住
宅
以
外
の
用
途
に
な

ら
な
い
も
の
。

・�

1
区
画
の
面
積
、
開
発
区
域
内
道

路
の
幅
員
な
ど
は
、
町
の
開
発
行

為
に
関
す
る
技
術
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
敷
地
面
積

が
、
1
区
画
当
た
り
2
3
0
㎡
、

道
路
幅
員
6
m
以
上
、
た
だ
し
、

通
り
抜
け
可
能
で
あ
れ
ば
幅
員

4
m
以
上
）

・�

道
路
整
備
を
伴
う
開
発
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
道
路
・
緑
地
な
ど
に

つ
い
て
は
町
に
寄
附
す
る
こ
と
。

・�

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
工
区
域

を
除
く
。

・�

県
ま
た
は
町
が
定
め
る
規
定
に
基

づ
く
申
請
お
よ
び
協
議
を
行
っ
た

も
の
。

◇
補
助
基
本
額

　
1
区
画
当
た
り

　
20
万
円
（
用
途
指
定
区
域
内
）

　
10
万
円
（
用
途
指
定
区
域
外
）

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業
費
の
補
助
制
度

　
道
路
は
、
歩
行
者
や
自
動
車
、
緊

急
車
両
の
通
行
災
害
時
の
避
難
を
確

保
す
る
空
間
と
し
て
、
生
活
に
直
結

し
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
や
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
幅
員
4
m
未
満
の

道
路
に
つ
い
て
、
道
路
に
隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き

拡
幅
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◇
補
助
対
象
工
事

■�

フ
ェ
ン
ス
、板
塀
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

擁
壁
類
、
門
等
の
撤
去
費

　
道
路
拡
幅
用
地
内
に
あ
る
フ
ェ
ン

ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
擁
壁
類
な
ど
を

撤
去
し
、
土
地
を
整
地
す
る
工
事

■
生
け
垣
の
新
設
費

　
道
路
の
後
退
線
の
建
築
敷
地
内
に

新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
工
事

■
擁
壁
類
の
新
設
費

　
道
路
の
後
退
線
の
建
築
敷
地
内
に

新
た
に
安
全
な
擁
壁
類
（
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
除
く
）
を
設
置
す
る
工
事

■
隅
切
り
奨
励
金

　
※�

隅
切
り
用
地
部
分
を
寄
附
し
て

い
た
だ
い
た
場
合

◇
補
助
金
額
（
補
助
単
価
限
度
額
）

■�

フ
ェ
ン
ス
、
各
種
塀
、
擁
壁
類
、

門
等
の
撤
去
費

　
　
　
　
1
1
，2
0
0
円
／
㎥

■
生
け
垣
の
新
設
費

　
生
け
垣
の
新
設

　
　
　
　
　
5
，0
0
0
円
／
m

　
支
柱
購
入

　
　
　
　
　
2
，0
0
0
円
／
m

■
擁
壁
類
の
新
設
費

　
　
　
　
1
2
，6
0
0
円
／
m

■
隅
切
り
奨
励
金

　

�

計
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

※�

補
助
金
の
額
は
、
補
助
単
価
限
度

額
を
超
え
な
い
範
囲
と
し
、
1
〜

3
の
区
分
ご
と
の
対
象
経
費
に
補

助
率
を
乗
じ
た
額
を
合
計
し
た
額

と
す
る
。（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※�

補
助
金
の
合
計
額
は
、
1
回
の
申

請
に
つ
き
30
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※�

補
助
率
は
実
施
経
費
の
2
／
3
以

内
と
す
る
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
都
市
計
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

令和 2. 5 月号　No.122（10）



　
町
で
は
、
大
地
震
時
に
お
け
る
建

物
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造

住
宅
の
耐
震
化
の
支
援
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

◇
対
象
建
築
物

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と

・�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
工
事

着
工
し
た
も
の

・
木
造
で
在
来
工
法
で
あ
る
も
の

・�

2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

3
0
0
㎡
以
下
の
も
の

・
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

◇
申
込
受
付

　
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
書
は
、
都
市
整
備
課
に
備
え

つ
け
て
あ
り
ま
す
。

◇
診
断
実
施
時
期

　

申
込
件
数
が
ま
と
ま
っ
た
時
点

で
、
一
括
し
て
年
度
内
に
実
施
し
ま

す
。

◇
診
断
内
容
な
ど

　
町
が
委
託
し
た
建
築
士
が
申
込
者

の
住
宅
を
調
査
し
ま
す
。

　
診
断
内
容
は
、
間
取
り
・
柱
の
傾

斜
・
筋
交
い
の
有
無
な
ど
で
す
。
地

震
に
対
す
る
耐
力
を
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

　
診
断
の
結
果
「
耐
震
性
な
し
」
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
建
築
士
が
、

診
断
の
内
容
と
結
果
・
耐
震
改
修
工

事
の
方
法
と
お
お
む
ね
の
費
用
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

◇
耐
震
改
修
設
計
費
補
助

　
補
助
金
限
度
額　
20
万
円

◇
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　
補
助
金
限
度
額　
80
万
円

●
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

　
道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
や
生
け

垣
な
ど
は
、
見
通
し
を
悪
く
す
る
ほ

か
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
支
障

と
な
る
な
ど
、
通
行
の
際
は
大
変
危

険
で
す
。
樹
木
な
ど
の
所
有
者
は
、

道
路
に
樹
木
が
は
み
出
さ
な
い
よ

う
、
剪
定
や
伐
採
な
ど
、
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
☎
22
―
7
2
0
3

　
町
で
は
、
地
域
内
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る「
自
治
会（
区・

組
）」へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

◇
自
治
会
の
意
義

　
自
治
会
は
、
互
い
に
支
え
あ
い
、

安
心
安
全
に
暮
ら
し
、
快
適
で
明
る

い
生
活
を
送
る
た
め
の
共
同
体
で
す
。

◇
自
治
会
の
活
動
例

・�

地
区
の
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管
理

・�

防
災
訓
練
を
は
じ
め
と
し
た
防
災

対
策

・
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動

・�

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

・
夏
祭
り
や
運
動
会

・�

自
治
会
か
ら
の
情
報
提
供
や
町
か

ら
の
「
広
報
ふ
じ
か
わ
」
な
ど
の

配
布
や
回
覧

　
お
互
い
に
助
け
合
う
体
制
を
つ
く

り
、
地
域
力
を
高
め
「
富
士
川
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
。」と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
み
ん
な
で
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
行
政
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

　
4
月
1
日
か
ら
、
心
と
体
の
性
が

一
致
し
な
い
人
な
ど
、
性
的
少
数
者

の
方
に
配
慮
す
る
た
め
、
印
鑑
登
録

証
明
書
（
以
下
、「
印
鑑
証
明
」）
の

性
別
欄
を
廃
止
し
ま
し
た
。

◇
対
象
と
な
る
証
明
書

・�

町
民
生
活
課
戸
籍
担
当
（
本
庁
舎

1
階
）
お
よ
び
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
発
行
す
る
印
鑑
証
明

・�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
発
行
す
る
印
鑑
証
明

◇
取
得
時
の
持
ち
物

・
各
窓
口
で
の
取
得
の
場
合

　
印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー
ド
）

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
発
行
す
る
際
の
注
意
点

・�

印
鑑
証
明
を
発
行
す
る
場
合
、
事

前
に
印
鑑
の
登
録
が
必
要
で
す
。

・�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

す
る
場
合
、
印
鑑
登
録
に
加
え
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
事
前
に

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
印
鑑
証
明
や
住
民
票
の
写
し
を

お
手
軽
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
戸
籍
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
8

木
造
住
宅
の
耐
震
化
補
助
制
度

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
な
ど
の
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

印
鑑
登
録
証
明
書
の

性
別
欄
を
廃
止
し
ま
し
た

民地 道路 民地
×

耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
点
検
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

町
で
は
、「
耐
震
性
な
し
」
と
診

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、

耐
震
改
修
設
計
や
耐
震
改
修
工

事
に
つ
い
て
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
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【
写
真
教
室
】

美
し
い
花
や
風
景
を
き
れ
い
に

撮
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す

　
一
眼
レ
フ（
ミ
ラ
ー
レ
ス
を
含
む
）

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
技
術
の
基
本
、

レ
ン
ズ
の
特
性
な
ど
の
指
導
や
作
品

の
講
評
・
添
削
を
行
い
、
写
真
作
品

の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
使
用
不
可
）

　
作
品
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
た
め

の
プ
リ
ン
ト
の
方
法

※�

5
月
19
日
（
火
）
新
入
生
体
験
出

席
可

◇
日　
時

　
毎
月
第
3
火
曜
日
（
6
月
か
ら
）

　
午
後
7
時
30
分
〜

◇
場　
所

　
町
民
会
館（
野
外
撮
影
実
習
あ
り
）

◇
年
会
費

　
4
，0
0
0
円
（
教
材
4
冊
ほ
か
）

◇
講　
師

　
志
村
暢
三
（
写
団
ま
す
ほ
代
表
）

　
☎
22
―
3
5
7
1

【
ペ
ン
習
字
教
室
】

競
書
誌
「
ペ
ン
の
力
」
で
勉
強

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル
…
速
く
て
便

利
。
で
も
年
賀
状
く
ら
い
は
「
書
き

文
字
」
で
気
持
ち
を
伝
え
た
い
も
の

で
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日　
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

◇
場　
所

　
町
民
会
館

◇
責
任
者

　
長
沢
み
ど
り

　
☎
22
―
0
3
4
8

◇
会　
費

　
月
1
，0
0
0
円

◇
誌　
代

　
月
7
0
0
円

◇
持
ち
物

　
小
学
生
用
国
語
帳
（
10
マ
ス
）、

　
デ
ィ
ス
ク
ペ
ン

【
児
童
文
学
創
作
教
室
】

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
わ
く
わ

く
、
ド
キ
ド
キ
す
る
お
話
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
児
童
文
学
教
室
で
は
、
先
生
の
指

導
の
下
、
楽
し
く
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
作
品
集
の
発

刊
も
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

◇
日　
時

　
毎
月
1
回
（
不
定
日
）

◇
場　
所

　
長
澤
妙
子
宅
（
天
神
中
條
）

◇
責
任
者

　
笠
井
千
尋

　
☎
22
―
1
4
7
5

◇
入
会
金

　
5
，0
0
0
円

◇
会　
費

　
月
1
，0
0
0
円

【
ま
す
ほ　
あ
や
め
コ
ー
ラ
ス
】

人
生
に
リ
ズ
ム
を

生
活
に
歌
声
を

　
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
づ
く

り
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
！

◇
日　
時

　
月
4
回
（
練
習
日　
水
曜
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場　
所

　
町
民
会
館

◇
指
導
者

　
有
泉
み
う
子
先
生

◇
責
任
者

　
深
沢
通
子

　
☎
22
―
0
3
0
6

◇
会　
費

　
月
2
，0
0
0
円

【
陶
芸
教
室
】

手
づ
く
り
の
カ
ッ
プ
、

花
入
れ
な
ど

　
な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日　
時

・
昼
の
部

　
毎
月
第
1
・
3
水
・
木
曜
日

　
午
後
1
時
〜

・
夜
の
部

　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日

　
午
後
7
時
〜

◇
場　
所

　
作
業
室
（
本
庁
舎
東
別
館
東
側
）

◇
責
任
者

　
石
井
七
生

　
☎
22
―
2
1
0
5

◇
入
会
金

　
3
，0
0
0
円

◇
会　
費

・
昼
の
部　
月
3
，0
0
0
円

・
夜
の
部　
月
2
，0
0
0
円

【
箏
曲
教
室
】

初
心
者
の
人
も
歓
迎
！

　
初
心
者
歓
迎・経
験
者
も
ど
う
ぞ
。

箏
は
文
化
協
会
「
絃
の
会
」
の
も
の

を
使
い
ま
す
。
箏
の
爪
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
楽
譜
は
実
費
で
お

願
い
し
ま
す
。

◇
日　
時

　
月
2
回
木
曜
日

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場　
所

　
町
民
会
館

◇
責
任
者

　
原
田
眞
弓

　
☎
22
―
6
0
4
3

◇
会　
費

　
年
5
，0
0
0
円

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
お
申
し
込
み
は
5
月
28
日
（
木
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
教
育
委
員
会（
教
育
文
化
会
館
内
）

☎
22
―
5
3
6
1

令和2年度

寺子屋学級
生徒募集

令和 2. 5 月号　No.122（12）



Ｔ

　下水道は、私たちの生活
環境を良くし、川や湖など
の水質を守る目的で整備を
進めています。平成5年か
らは一部の地域で下水道が
使えるようになり、令和2
年3月末で、407haの区域
が整備されました。
　このうち、8割以上の家
庭が下水道に接続していま
す。お住まいの地域に下水
道が整備されましたら1日
も早く接続をお願いします。

●お問い合わせ
　上下水道課　下水道担当
　☎22−7204

令和 2年度供用開始対象地域

全体計画区域

流域下水道幹線

平成 31年度供用開始済区域

令和 2年度供用開始区域

清潔で快適な生活環境をつくる
下水道への接続にご協力ください！！

𣇃米公民館
まほらの湯

はくばく文化ホール

役場本庁舎

鰍沢警察署

鰍沢口駅

鰍沢小学校

（13）令和 2. 5 月号　No.122



（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
配
置
換
え

【
会
計
管
理
者
】（
財
務
課
長
）秋
山
忠

【
政
策
秘
書
課
】

▼
課
長
補
佐
（
財
務
課
長
補
佐
兼
財

政
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
井
上
誠
▼
広
聴

広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
生
涯
学
習
課

社
会
体
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
石
坂
裕

樹
▼
企
画
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子

育
て
支
援
課
児
童
保
育
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
秋
山
博
之
▼
企
画
推
進
担
当

兼
秘
書
担
当
（
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
）
大
森
充

【
財
務
課
】

▼
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）
早
川
竜

一
▼
課
長
補
佐
兼
行
政
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
国
保

担
当
リ
ー
ダ
ー
）
小
林
恵
▼
財
政
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
管
財
課
財
産
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
望
月
芳
能
▼
人
事
給
与

担
当
（
政
策
秘
書
課
）
小
林
大
輔
▼

行
政
担
当
（
子
育
て
支
援
課
）
田
中

瑞
希

【
財
務
課
付
け
】

（
生
涯
学
習
課
）
石
原
沙
紀

【
管
財
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
地
籍
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

長
田
博
幸
▼
課
長
補
佐
兼
施
設
整
備

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
政
策
秘
書
課
企
画

推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
西
川
修
司
▼

財
産
管
理
担
当
リ
ー
ダ
ー（
税
務
課
）　

　
4
月
1
日
付
け
で
、町
職
員
の
人
事
異
動
な
ら
び
に
課
の
担
当
の
改
編
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
改
編
と
し
て
は
、J
R
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
対
応
す

る
た
め
、
土
木
整
備
課
に
リ
ニ
ア
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

●�

管
財
課
⇨
財
産
担
当
を
財
産
管
理
担
当
に
、契
約
管
理
担
当
を
契
約
担
当
と

す
る
。

●�

土
木
整
備
課
⇨
リ
ニ
ア
推
進
室
を
設
置
し
、政
策
秘
書
課
リ
ニ
ア
対
策
担
当

を
リ
ニ
ア
推
進
室
リ
ニ
ア
推
進
担
当
と
す
る
。一
般
土
木
担
当
を
廃
止
し
、

整
備
計
画
担
当
と
維
持
管
理
担
当
の
2
担
当
に
分
け
る
。

●�

都
市
整
備
課
⇨
計
画
公
園
担
当
と
整
備
推
進
担
当
を
統
合
し
、都
市
計
画
担

当
と
す
る
。

●
保
育
所
⇨
第
3
保
育
所
と
第
4
保
育
所
を
統
合
し
、中
央
保
育
所
と
す
る
。

芦
澤
克
久

【
税
務
課
】

▼
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
）
深
澤
千

秋
▼
住
民
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
政
策

秘
書
課
広
聴
広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

根
岸
亮
子
▼
徴
収
担
当
（
産
業
振
興

課
）
深
沢
和
樹

【
防
災
交
通
課
】

▼
課
長
（
福
祉
保
健
課
付
け
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
次
長
）
望
月
聡
▼

消
防
防
災
担
当
（
管
財
課
）
飯
田
卓

【
町
民
生
活
課
】

▼
国
保
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健

課
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
芦
澤
晶
子

▼
戸
籍
担
当
（
議
会
事
務
局
庶
務
兼

議
事
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
中
沢
美

和
子
▼
生
活
環
境
担
当
（
子
育
て
支

援
課
）
善
積
圭
太
▼
国
保
担
当
（
産

業
振
興
課
）
市
川
茜

【
福
祉
保
健
課
】

▼
障
害
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
教
育

総
務
課
総
務
学
校
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

三
好
健
▼
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町

民
生
活
課
）
山
本
香
▼
障
害
福
祉
担

当
（
教
育
総
務
課
）
渡
辺
裕
太
▼
介

護
保
険
担
当
（
生
涯
学
習
課
）
鶴
田

賢
人
▼
健
康
増
進
担
当
（
町
民
生
活

課
）
内
田
結
香

【
福
祉
保
健
課
付
け
】

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
（
税

務
課
住
民
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
小
林

喜
文

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
児
童
保
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育

て
支
援
課
）
齊
藤
美
菜
子
▼
児
童
保

育
担
当
（
会
計
課
）
小
池
美
智
子
▼

児
童
支
援
担
当
（
生
涯
学
習
課
）
斉

藤
麻
貴
▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
（
第

4
保
育
所
長
）
中
込
早
百
合
▼
中
央

保
育
所
長
（
第
3
保
育
所
長
）
溝
口

紀
代
美
▼
第
1
保
育
所
長
（
第
5
保

育
所
長
）
伊
藤
か
お
り
▼
第
5
保
育

所
長
（
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
）
井
上

枝
里
▼
中
央
保
育
所（
第
4
保
育
所
）

杉
山
明
子
▼
中
央
保
育
所
（
第
3
保

育
所
）
長
田
美
保
子
▼
中
央
保
育
所

（
第
2
保
育
所
）小
澤
順
子
▼
第
2
保

育
所
（
第
4
保
育
所
）
池
上
広
美
▼

中
央
保
育
所
（
第
3
保
育
所
）
清
水

桂
子
▼
中
央
保
育
所
（
子
育
て
支
援

課
）
生
原
愛
▼
第
2
保
育
所
（
第
4

保
育
所
）
中
込
未
菜
美
▼
中
央
保
育

所
（
第
4
保
育
所
）
宮
下
す
み
れ

【
産
業
振
興
課
】

▼
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
税
務
課
長
）
遠
藤
悦
美
▼

観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
（
防
災
交

通
課
長
）
長
澤
康
▼
農
業
委
員
会
事

務
局
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
管
財
課
施
設

整
備
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
井
上
明
▼
農

林
振
興
担
当
（
福
祉
保
健
課
）
保
坂

裕
▼
商
工
観
光
担
当（
防
災
交
通
課
）

秋
山
亮

【
土
木
整
備
課
】

▼
リ
ニ
ア
推
進
室
長
（
土
木
整
備
課

長
補
佐
兼
一
般
土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

山
形
謙
一
郎
▼
課
長
補
佐
兼
維
持
管

理
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
都
市
整
備
課
計

画
公
園
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
齋
木
直
人

▼
リ
ニ
ア
推
進
室
リ
ニ
ア
推
進
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
政
策
秘
書
課
リ
ニ
ア
対

策
担
当
リ
ー
ダ
ー
兼
一
般
土
木
担
当
）

一
之
瀬
英
志
▼
整
備
計
画
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
都
市
整
備
課
住
宅
担
当
リ
ー

ダ
ー
）笹
本
聖
▼
農
林
土
木
担
当（
政

策
秘
書
課
兼
土
木
整
備
課
）
海
野
直

紀
▼
整
備
計
画
担
当（
上
下
水
道
課
）

佐
々
木
彪
暉
▼
維
持
管
理
担
当
（
都

市
整
備
課
）
村
松
鈴
加

【
都
市
整
備
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
整
備
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

杉
田
進
▼
住
宅
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福

祉
保
健
課
障
害
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

長
田
敏
宏

【
上
下
水
道
課
】

▼
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道
事
務
所

長
兼
上
水
道
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
兼

工
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
上
下
水
道
課

長
兼
上
水
道
事
務
所
長
兼
業
務
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
原
田
和
佳
▼
業
務
担
当

リ
ー
ダ
ー（
上
水
道
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

齊
藤
義
慧
▼
下
水
道
担
当
（
土
木
整

備
課
）
嶋
田
諒

令
和
2
年
度
　
職
員
人
事

令和 2. 5 月号　No.122（14）



【
会
計
課
】

▼
会
計
担
当
（
政
策
秘
書
課
）
大
森

加
奈
子

【
議
会
事
務
局
】

▼
議
会
事
務
局
長
（
政
策
秘
書
課
長

補
佐
）
野
中
充
香
▼
庶
務
兼
議
事
調

査
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
財
務
課
）
横
内

太
加
志

【
教
育
総
務
課
】

▼
総
務
学
校
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
農
業

委
員
会
事
務
局
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
志

村
豪

【
生
涯
学
習
課
】

▼
生
涯
学
習
課
長
（
産
業
振
興
課
長

兼
観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
依
田
正
紀
▼
課

長
補
佐
兼
社
会
体
育
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
財
務
課
行
政
担
当
リ
ー
ダ
ー
）依
田

文
哉
▼
社
会
教
育
担
当
（
福
祉
保
健

課
）
折
居
恵
▼
社
会
体
育
担
当
（
上

下
水
道
課
）
市
川
晃
平

【
派
遣
】

▼
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
（
町
民

生
活
課
）
嶋
田
祐
也

【
派
遣
解
除
】

▼
峡
南
広
域
行
政
組
合
（
税
務
課
主

幹
資
産
税
担
当
）
三
枝
有
希

◎
採
用

▼
管
財
課
契
約
担
当　
近
藤
千
佳
▼

福
祉
保
健
課
健
康
増
進
担
当　
飯
田

千
尋
▼
福
祉
保
健
課
健
康
増
進
担
当　

和
智
朝
子
▼
子
育
て
支
援
課
母
子
保

健
担
当
兼
児
童
保
育
担
当　
内
藤
史

奈
▼
上
下
水
道
課
簡
易
水
道
担
当　

深
沢
功
樹
▼
教
育
総
務
課
総
務
学
校

担
当　
成
島
美
里

◎
退
職
（
3
月
31
日
付
け
）

▼
大
森
博
之
（
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

企
業
団
）
▼
内
田
一
志
（
会
計
管
理

者
）▼
望
月
美
里（
第
1
保
育
所
長
）

▼
山
形
勝
也
（
産
業
振
興
課
観
光
振

興
監
）▼
遠
藤
香
利（
福
祉
保
健
課
）

▼
前
嶋
綾
香
（
福
祉
保
健
課
）

　
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
有
料
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
掲
載
方
法

①�

「
富
士
川
町
有
料
広
告
掲
載
に
関

す
る
要
綱
」
の
確
認

②
申
請
書
の
提
出

③
決
定
通
知
書
の
送
付

④
掲
載
料
の
納
付

⑤
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
載

■
掲
載
期
間

　
掲
載
希
望
い
た
だ
い
た
月
の
1
日

か
ら
所
定
の
期
間

■
掲
載
料

　
1
か
月
あ
た
り　
5
，0
0
0
円

■
規
格

・
サ
イ
ズ　
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×

　
　
　
　
　
　
横
1
9
0
ピ
ク
セ
ル

・
画
像
形
式　

�

G
I
F
（
ア
ニ
メ
不

可
）、
J
P
E
G

・
容　
　
量　
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

※
画
像
は
各
自
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
完
全
デ
ー
タ
入
稿
）

※�

広
告
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
修

正
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

［3月分］

工　事　名　・　件　名 場　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町内小中学校校内通信システム整備工事設計業務
委託 − 2,500,000 （一財）高度映像情報センター

小室道橋外 1橋橋梁補修設計業務委託 最勝寺・長澤 14,800,000 ㈱ ブ レ ー ン ズ

町道平林伊奈ヶ湖線区画線外設置工事 平 林 2,619,000 協 和 産 業 ㈱

町道平林伊奈ヶ湖線道路灯設置工事 平 林 1,100,000 ㈲ 三 栄 電 設

※入札結果の詳細は、ホームページに半期ごと掲載してあります。令和元年度上半期分は 10月 4日に町HPで公表しました。

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

有
料
バ
ナ
ー
広
告

掲
載
募
集
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Information
パート職員（簡易水道検針員）を募集します
◇募集人数	 1人
◇採 用 日	 5月22日（金）
◇業務内容	 穂積区内水道検針業務
	 （奇数月実施、1件につき98円）
◇募集期間	 5月1日（金）〜18日（月）
◇応募資格	 町内在住で身体健康な方、要普通運転免許
◇選考方法　面接
◇申込方法　履歴書を上下水道課へ提出してください。

●お申し込み・お問い合わせ
　上下水道課　☎22−7204

防災ラジオ購入募集のお知らせ
◇防災ラジオとは
　防災行政無線の放送が聞き取りづらいことを解消す
るために導入したもので、これにより屋内でも受信す
ることができます。
　全国瞬時警報システム（Jアラート）も受信します。

◇価　格　防災ラジオ　（17,000円）
　　　　　文字表示機付（33,500円）
◇音声が聞き取りにくい方は
　放送内容を文字で表示する「文字表示機付防災ラジ
オ」も用意しています。
　文字表示機付防災ラジオを購入する際は、補助制度
をご利用ください。
　（※要申請）
◇申し込みと受け取り方法
　申込用紙は、防災交通課窓口または町ホームペ―ジ
からダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、提出
してください。
◇募集期限　5月22日（金）まで
　※�注文生産のため、納品までに数か月かかりますの
で、あらかじめご了承ください。受け取りは通知
により連絡し、防災交通課窓口で現金と引き換え
になります。

●お問い合わせ
　防災交通課　消防防災担当　☎22−7218

登録調査員を募集します
　町では、国または県が実施する統計調査の調査員と
して従事していただける方を募集します。応募してい
ただいた方は町の統計調査員として登録します。調査
の実施時期に電話などによりお願いし、調査の仕事に
従事していただくことになります。
　調査員として、登録を希望される方はお気軽にお問
い合わせください。

◇応募の資格
・町内に住所を有し、満20歳以上の方
・責任を持って調査事務を遂行し、守秘義務を守れる方
・警察、選挙、税務などに従事していない方
◇報　　　酬
　調査終了後、調査ごとに国の基準に基づき支払われ
ます。調査の種類などにより異なります。

●お申し込み・お問い合わせ
　政策秘書課　企画推進担当　☎22−7216

工業統計調査の実施
　工業統計調査は、従業者4人以上のすべての製造事
業所を対象に6月1日時点で実施します。
　工業統計調査は、わが国における工業の実態を明ら
かにすることを目的とする政府の重要な調査で、統計
法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。調査の
結果は、中小企業施策や地域振興な
ど、国および地域行政施策のための
基礎資料として利活用されます。
　調査票にご記入いただいた内容
は、統計作成の目的以外（税の資料
など）に使用することは絶対にあり
ません。
　調査の趣旨・必要性をご理解いた
だき、ご回答をよろしくお願いしま
す。

●お問い合わせ
　政策秘書課　企画推進担当　☎22−7216

オリンピック聖火リレー延期のお知らせ
　6月27日（土）に町内において開催を予定してい
た東京2020オリンピック聖火リレーは新型コロナウ
イルスの感染拡大防止のため、延期となりましたので
お知らせします。

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361

お知らせ

工業統計キャラク
ター・コウちゃん
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町営・町有住宅の空き状況
　現在、入居者を随時募集している町営・町有住宅を
お知らせします。空き部屋の詳細や入居条件、申込方
法などは都市整備課住宅担当までお問い合わせくださ
い。

【町営住宅】※ 4月 8日時点の空き状況となります。

※�網戸を設置していません。必要な場合は個人負担で
設置してください。

【町有住宅】※ 4月 8日時点の空き状況となります。

※駐車場1台のみ月額2,000円
※単身入居可能
※青柳町団地はCATVを引くことができません。
※�網戸を設置していません。必要な場合は個人負担で
設置してください。

●お申し込み・お問い合わせ
　都市整備課　住宅担当　☎22−7214

ヴァンフォーレ甲府ホームタウンサン
クスデーの延期について
　5月10日（日）に予定していたヴァンフォーレ甲
府ホームタウンサンクスデーは新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、延期となりました。延期後の日程
は決定次第お知らせします。

●お問い合わせ
　政策秘書課　広聴広報担当　☎22−7216

有害獣防除柵設置の補助金申請について
　町には、農地をイノシシやシカなどの有害獣から守
る防除施設（簡易電気柵など）を設置するための費用
の7割を補助する制度があります。
　農地の保全をお考えの方はご活用ください。
　補助金の申請には、使用する資材や農地の面積など
の要件があります。詳しくはお問い合わせください。

●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当
　☎22−7202

ますほ21世紀の森づくりの会
会員募集

　ますほ21世紀の森づくりの会では、ふるさと自然
塾を中心とした町有林などの森林づくりボランティア
を募集しています。森林が好きな方、林業を体験して
みたい方など、森林づくりに関心があり、実際に活動
することができる方ならどなたでも参加できます。町
の森林を後世に残すための活動をしてみませんか。

◇年 会 費	 1人1,000円
◇活動内容　・森林の間伐や下草刈り作業
　　　　　　・�会員のふれあい交流会の開催など四季

折々の事業を計画しています。

●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当
　☎22−7202

猟友会会員募集
　峡南猟友会鰍沢支部増穂分会および鰍沢分会では、
有害鳥獣の駆除や追い払い、自然環境の保全などを目
的として活動しています。
　興味がある方は気軽にお問い合わせください。

●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当
　☎22−7202

団地名 募集
戸数

建設
年度 間取り 家賃（月額）

梅林
第 3 2戸 H6 3DK 20,800 円〜

30,900 円

若宮 1戸 H7 3DK 20,600 円〜
30,700 円

団地名 募集
戸数

建設
年度 間取り 家賃（月額）

青柳町 1戸 S53 2DK 20,000 円
鰍沢 2戸 S63 3DK 28,000 円
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2
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ご
み
が
出
な
い
イ
ベ

ン
ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度

で
も
使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利

用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

2/16 青柳町5丁目なかよしサロン2月の行事 100 50 3.85 0.28

合計 100 50 3.85 0.28

「書きそんじハガキ・キャンペーン2020」
実施結果

　くらしのカレンダー令和2年1月号（No.118）で、
お知らせした「書きそんじハガキ・キャンペーン2020」
を、令和元年12月から令和2年3月中旬まで実施し
ました。
　その結果、町の皆さんのご協力により、以下の内容
で、書きそんじハガキなどの回収ができました。

　回収した書きそんじハガキなどは、日本ユネスコ協
会連盟へ送付し、現金化され、教育の機会に恵まれな
い方を支援する「ユネスコ世界寺子屋運動」に役立て
られます。ご協力ありがとうございました。

●お問い合わせ
　町ユネスコ協会事務局（教育委員会内）
　☎22−5361

コミュニティビジネスモデル
事業起業支援補助金のお知らせ

　町では、継続的に事業を営む起業者を支援するため
「コミュニティビジネスモデル事業起業支援補助金」の
活用事業者を募集しています。

◇補助対象者
・町内に住所を有する個人
・町内を主たる活動の範囲とする法人以外の団体
・�町内に主たる事務所を置く特定非営利活動法人また
は企業組合

◇補助金の内容
　�　事業の立ち上げから軌道に乗るまでに要する経費
を、単年度事業で3年間交付します。
　�　補助金は補助対象経費の2分の1に相当する額以
内とし、1年目50万円、2年目30万円、3年目20
万円を上限に交付します。

●お問い合わせ
　産業振興課　商工観光担当
　☎22−7202

市川大門駅で定期券の購入・更新がで
きます
◇取り扱い乗車券
　�普通乗車券・特急券・定期券・特急ふじかわ乗車券・
回数券・休日乗り放題きっぷ
◇窓口営業時間
　月〜土曜　午前8時45分〜午後7時
　日曜　　　午前8時45分〜午後5時
※営業中、10分ほど窓口閉鎖時間があります。
※�お車でお越しの際は、駅前の送迎用駐車場をご利用
ください。

●お問い合わせ
　市川三郷町役場　政策秘書課　企画係
　☎055−272−1103

税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします

～ 3月は差押 9件、捜索 1件を実施～
納付・連絡がない場合は「滞納処分」を執行します。
差押の前には「勤務先」や「取引先」に対し調査に入る場合もあります。

滞納処分等の件数【期間：H31.4.1〜R2.3.31】� ［単位：件 ※（　）内は 3月実施分］
財産差押　計111（＋9）

捜索 公売 タイヤ
ロック預貯金 保険・共済 その他

107（＋7） 1（±0） 3（＋2） 2（＋1） 2（±0） 0（±0）

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

項　目 枚　数

書きそんじハガキ 665

未使用切手 2

未使用テレホンカード 2

未使用図書カード 4
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
個
人
の
嗜
好

が
多
様
化
す
る
中
、
家
庭
に
お
け
る

「
食
の
ス
タ
イ
ル
」も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
本
町
の
食
育
推
進
計
画

は
、
健
康
・
文
化
・
環
境
な
ど
の
観

点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ

て
知
識
と
理
解
を
深
め
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
な
ど
を
中
心
に
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
元
年
度
に
取
り
組

ん
だ
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
推
進

〇
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

　
家
庭
に
お
け
る
「
3
き
り
運
動
」

（
使
い
切
り
・
食
べ
き
り
・
水
切
り
）

の
推
進
や
、
飲
食
店
で
の
食
べ
残
し

な
ど
を
減
ら
す
「
30
・
10
運
動
」
の

推
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
全
国
お
い
し
い
食
べ
き
り

運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
へ
参

加
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
に
よ
る
食
育
の
推
進

〇
富
士
川
町
産
の
食
材
を
活
用

　
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
や
甲
州
富
士

川
ま
つ
り
な
ど
で
、
富
士
川
町
産
の

食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
の「
み
み
」

を
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
所
や
学
校
給
食
で
、

富
士
川
町
産
の
卵
や
い
ち
ご
、
ゆ
ず

な
ど
を
積
極
的
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
ま
し
た
。

食
文
化
継
承
へ
の
取
り
組
み

〇
行
事
食
を
提
供

　
保
育
所
や
学
校
の
給
食
で
は
節
分

や
ひ
な
祭
り
な
ど
、
季
節
に
あ
わ
せ

た
行
事
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

〇�

増
穂
商
業
高
校
の
生
徒
に「
み
み
」

の
調
理
実
習

　
食
生
活
改
善
推
進
員
が
講
師
と
な

り
、
増
穂
商
業
高
校
の
3
年
生
を
対

象
に
、
郷
土
料
理
「
み
み
」
の
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

〇
「
食
の
伝
承
マ
イ
ス
タ
ー
」
認
証

　
昨
年
12
月
、
つ
く
た
べ
か
ん
を
、

「
食
の
伝
承
マ
イ
ス
タ
ー
」（「
や
ま
な

し
の
食
」
の
調
理
技
術
や
知
識
の
継

承
に
取
り
組
む
団
体
・
個
人
）
に
推

薦
し
、
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
調
理
法
で
「
み
み
」

体
験
教
室
を
開
催
、
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
、
郷
土
料
理
を
提
供
し
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
や
歯
の
健
康
維
持
、
減
塩
の
取

り
組
み
な
ど
が
食
育
推
進
計
画
の
具

体
的
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
食
育
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
3
月
8
日
は
国
際
女
性
デ
ー
で
し

た
。
3
月
9
日
・
10
日
に
は
、
山
日

新
聞
に
そ
れ
に
関
わ
っ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。9
日
は『
男
女

の
賃
金
差　
是
正
策
提
示
へ　
E
U

が
「
平
等
戦
略
」
公
表
』、
10
日
は

『
国
際
女
性
デ
ー　

地
位
向
上
訴
え　

各
地
で
デ
モ
』
で
し
た
。
記
事
の
中

に
『
ト
ル
コ
最
大
都
市
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
の
デ
モ
行
進
に
は
数
千
人
が

参
加
し
、「
女
性
が
自
由
に
な
れ
ば
世

界
が
変
わ
る
」
と
声
を
張
り
上
げ
行

進
。「
家
父
長
制
は
コ
ロ
ナ（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
よ
り
致
命
的
」
と

記
さ
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
人

も
い
た
。』と
、書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
家
父
長
制
」が
ト
ル
コ
で
も
、と
驚

い
た
の
で
す
。
日
本
ば
か
り
だ
、
と

思
い
込
ん
で
い
た
も
の
で
す
か
ら
…
。

　
「
家
父
長
制
」は
、父
系
の
家
族
制

度
に
お
い
て
、
家
長
が
絶
対
的
な
家

長
権
に
よ
っ
て
家
族
員
を
支
配
・
統

率
す
る
家
族
形
態
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
原
理
に
基
づ
く
社
会
の
支
配
形

態
で
す
。「
父
系
」と
は
、家
長
が
男

性
で
、
長
男
が
そ
の
跡
を
継
い
で
家

長
と
な
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
家
父
長
制
を
本
格
的
に
整
備

し
た
の
は
明
治
政
府
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
「
家
」
制
度
は
武
士
階

級
の
も
の
で
、
近
代
以
前
は
地
域
や

階
層
に
よ
っ
て
女
性
に
よ
る
家
継
承

は
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
明
治
民
法
に
よ
り
男
子
継
承

が
定
め
ら
れ
て
、
女
性
差
別
が
制
度

化
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
終
戦
を
機
に
憲
法
が
改

正
さ
れ
、
男
女
平
等
や
個
人
の
自
由

に
反
す
る
と
し
て
、
民
法
の
「
家
」

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
す
が
…
。

　
食
卓
の
座
席
の
一
番
上
は
、
祖
父

や
父
親
。
盛
り
付
け
の
順
番
も
祖
父

や
父
か
ら
。（
最
近
は
、子
ど
も
か
ら

で
し
ょ
う
か
？
）

　
学
校
で
は
「
父
兄
会
」（
今
は
、
保

護
者
会
）。

　
常
会
な
ど
で
物
事
を
決
定
す
る
際

は
、
家
長
（
戸
主
・
男
性
）
の
意
見

を
聞
い
て
か
ら
…
。

　
戦
後
の
社
会
に
も
「
家
父
長
制
」

は
根
付
い
て
き
ま
し
た
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、
共
働
き
が
増

え
、
女
性
の
活
躍
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
今
で
も
、
ま
だ
男
女
平
等

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
女
性
の
地
位
向

上
の
た
め
に
、
で
き
る
事
か
ら
み
ん

な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

福祉保健課
健康増進担当
☎22−7207

1．家庭における食育の推進
2．地域における食育の推進
3．保育所・幼稚園・学校における食育の推進
4．地産地消による食育の推進
5．食文化継承への取り組み
6．食の安全・安心確保への取り組み
7．環境に配慮した食生活の推進
8．食育推進運動の推進

家父長制は
「今」？

富士川町
男女共同参画推進委員会

『
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
』
年
間
の
取
り
組
み

重点的取り組み

（19）令和 2. 5 月号　No.122



【
短　

歌
】

夕
空
の
残
月
が
金
色
に
変
わ
り
ゆ
く
を
下
枝
の
子
等
と
見
上
げ
て
お
り
ぬ

青
桺　

順
子

亡
き
父
が
教
え
て
く
れ
し
百
人
一
首
ね
む
れ
ぬ
夜
の
子
守
歌
に
す

依
田　

郁
子

神
社
の
脇
に
す
っ
く
と
立
ち
い
る
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
心
直
し
て
風
の
道
ゆ
く

内
田　

文
惠

【
川　

柳
】

コ
ロ
ナ
消
え
大
空
泳
ぐ
鯉
の
夢�

山
本　
　

泉

コ
ロ
ナ
風
邪
油
断
許
せ
ぬ
命
と
り�

諸
⻆

惠
子

一
年
を
洗
い
流
し
て
除
夜
の
鐘�

矢
ヶ
﨑　

收

5月1日（金）〜31日（日）

①シリーズ・フレイル予防
　　〜口腔機能・口腔ケア〜
②介護保険料の納付について
③介護予防体操
【放送時間】
午前9時〜、午前11時〜（介護
予防体操のみ）、午後8時〜

●お問い合わせ
　福祉保健課　☎22−7207

　富士川町・市川三郷町を中心に、手話による活動を行っている「レインボー
の会」にお話をうかがいました。

■レインボーの会とはどのような団体ですか？
　5年ほど前に、社会福祉協議会が行っている手話奉仕員養成講習会の参加者
で意気投合した6人が、「講習会だけで終わっちゃうのももったいないじゃん
ね」と、月一回集まるようになったのがきっかけで、手話を学びながら福祉施
設などに訪問して、手話による交流で皆さんに喜んでもらうことを目的とした集まりです。
■すてきなお名前ですが由来は？
　富士川町在住の3人と市川三郷町在住の3人に、手話を指導してくださる先生を加えて、7人での
活動となることから、7色の虹をイメージして「レインボーの会」と名付けました。名前を覚えても
らえるよう、それぞれ違う色のポロシャツを着るなど、工夫して活動しています。
■どのような活動を行っているのですか？
　月一回集まって手話を学びながら、近隣のデイサービスを訪問して手話を交えた歌を披露したり、

利用者さんとのふれあいをしたりしています。よしもとふるさと劇
団の公演の際にも、前座として2曲ほど披露させていただきました。
来場者が、手話に興味を持っていただけたならうれしいです。
■PRなどありましたらお話しください。
　最初は2曲しかなかったレパートリーも、活動の中で練習をした
り訪問先でリクエストをいただいたりして、現在では5曲にまで増
えました。皆さんに楽しんでいただけるよう心がけて活動していま
す。お誘いいただければ、どちらにでも訪問しますので、気軽にお
声がけいただけるとうれしいです。

〜手話を通じたふれあい〜
レインボーの会
お話し：初鹿二三子（ふみこ）さん（小林）
　　　　渡辺　三幸（みゆき）さん（市川三郷町）

富士川町健康情報カフェ

富士川CATV
（11ch）

▲デイサービスへの訪問
（写真提供：レインボーの会）
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町制施行10周年を記念して桜を植樹

中央保育所がスタート

はじめての集団登校

　3月 26日（木）、町制
施行10周年を記念して、
大法師公園で桜の植樹を
行いました。大法師さく
ら祭りが新型コロナウイ
ルス感染症対策で中止と
なったため、関係者のみ
での植樹となりました。
当日は、町長・副町長・
町議会議長が金色のス
コップで桜の根元に土を
かけていきました。新型
コロナウイルスに負けず
に大きく育ち、きれいな
花を咲かせる日が楽しみ
です。

　4月 2日（木）、第 3
保育所・第 4保育所を
統合した中央保育所が
開所し、21名の新しい
園児を迎える入園式を
行いました。中央保育
所では、保護者の皆さ
んに安心して子どもを
預けていただけるよ
う、新しい体制で今ま
で以上に心を込めた保
育を行ってまいります。

　4月 7日（火）、役場前交
差点において、鰍沢警察署・
富士川町合同で新入学児童
登校見守り指導を行いまし
た。初めての集団登校で上
級生に率いられた新1年生
が、交差点での信号の待ち
方や横断歩道の渡り方を指
導してもらいました。この
日は春の全国交通安全運動
期間中で、街頭で交通安全
指導を行っていた安協増穂
支部や小中学校の PTAの
皆さんに見守られながら、
元気いっぱいに登校してい
きました。

増穂中学校・鰍沢中学校入学式

㈲峡南環境サービス・㈱ヴェルデン・ウッドが寄付

　4月 7日（火）、増穂中学校・鰍沢中学校で入学式が
行われました。真新しい学生服に身を包んだ新1年生
が会場の体育館に勢ぞろいしました。新型コロナウイ
ルス感染症対策で規模を縮小しての開催となったた
め、2年・3年の先輩たちの同席はありませんでした
が、生徒を代表して生徒会長が歓迎の言葉を述べると、
新入生たちの緊張した表情がほぐれていきました。

　3月 23日（月）、新型コロナウイルスの除菌に役立
てて欲しいと、（有）峡南環境サービス様・（株）ヴェ
ルデン・ウッド様から、次亜塩素酸ナトリウム除菌剤
5箱と噴霧用スプレーボトル 5本が贈られました。い
ただいた除菌剤は、町内小中学校 5校に配布し、校内
の除菌に使用させていただきます。

▲増穂中学校 ▲鰍沢中学校

新1年生の元気な声が響く
　4月 6日（月）、増穂小学校・増穂南小学校・鰍沢小
学校で入学式が行われました。新型コロナウイルス感
染症対策でマスクを着用しての式典となりましたが、
新 1年生はおしゃれなマスクをつけ、期待あふれる笑
顔で、堂々と入場してきました。
　席についてからは緊張の面持ちながらも、先生に名
前を呼ばれると、大きな声で応えていました。

▲増穂小学校 ▲鰍沢小学校

（21）令和 2. 5 月号　No.122



【
募
集
情
報
】

は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル

「
友
の
会
」
個
人
会
員
募
集

　
は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル
へ
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
入
会
特
典

①�

自
主
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売
前
に

事
前
購
入
で
き
ま
す
。

　
（�

指
定
す
る
公
演
が
対
象
と
な
り

ま
す
）

②�

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
を
5
％
割
引
で

購
入
で
き
ま
す
。

　
（�

は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で

の
取
り
扱
い
の
み
対
象
と
な
り

ま
す
）

③�
当
日
券
も
会
員
割
引
価
格
で
購
入

で
き
ま
す
。

　
（�

5
％
割
引
し
た
前
売
り
料
金
の

価
格
で
当
日
券
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）

④�

自
主
公
演
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
郵
送
し
ま
す
。

◇
会　
　
費

・
新
規
会
員　
2
，2
0
0
円

・
継
続
会
員　
2
，0
0
0
円

法
人
賛
助
会
員
同
時
募
集

（�

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
企

業
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
）

　
前
記
の
個
人
会
員
の
ほ
か
、
次
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

①�

文
化
ホ
ー
ル
館
内
に
、
賛
助
会
員

さ
ま
の
お
名
前
を
表
示
し
ま
す
。

　
（
文
化
支
援
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
）

②
自
主
公
演
に
ご
招
待
し
ま
す
。

　
（�

対
象
の
公
演
、招
待
数
は
指
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◇
会　
　
費

・
一
口　
1
0
，0
0
0
円

は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
文
化
ホ
ー
ル
の
自
主
文
化
事
業
に

お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
興
味
の
あ
る
方

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

①
イ
ベ
ン
ト
活
動

　
自
主
公
演
の
も
ぎ
り
、
案
内
、
舞

台
補
助
な
ど

②
平
日
サ
ポ
ー
ト
活
動

　
平
日
の
文
化
ホ
ー
ル
で
の
簡
単
な

業
務
補
助
（
掲
示
物
の
張
り
替
え
な

ど
）

◇
条　
　
件

　
町
内
お
よ
び
周
辺
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
方
。
経
験
不
問
。

◇
期　
　
間

　
令
和
3
年
3
月
末
ま
で

◇
そ
の
他

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
、
無

報
酬
で
す
。

・�

登
録
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
（
文
化
ホ
ー
ル
で
負
担
し
ま
す
）

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

令
和
2
年
10
月
分
の
貸
館
受
付

◇
日　
　
時

　
5
月
1
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。以
降
は
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

（富士川町ますほ文化ホール）
☎ 22－8811
FAX 22－8815
Mail  info@fbkh.jp
★ホームページ
（URL）http://masuho-bunka.jp

はくばく文化ホールはくばく文化ホール

NEWS

　コンサートピアノの最高峰スタインウェイを弾いてみませ
んか。

◆利 用 料	 30分1,100円
◆利用時間	 午前9時30分〜午後4時30分
◆対　　象	 小学生以上（小学生は保護者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。

スタインウェイを弾こう！
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の図書館
4月23日〜5月12日は

〈こどもの読書週間〉
　幼少のときから書物に親しみ、読書の喜
びや楽しみを知り、ものごとを正しく判断
する力をつけておくことが、子どもたちに
とってどんなに大切なことか。子どもに読

書を勧めるだけでなく、大人にとっても子どもの読書の大切さを
考えるとき、それが「子どもの読書週間」です。
　山梨県立図書館と山梨県公共図書館協会では、毎年「こどもに
すすめたい本」を作成しています。これは前年の1年間に出版
された書籍の中から、110冊を選び冊子として配布しています。
今年もこの〈こどもにすすめたい本2020〉のコーナー展示をし
ますので、ぜひ活用ください。

　五大陸スタンプラリーをきっかけに、たくさんの子どもたちが
図書館に来てくれました。今度は本で世界めぐり！　たくさんの
国をめぐったら、プチプレゼントがあります。ぜひ、図書館に足
を運んでください。

おはなし会　5月 16日（土）午後 2時〜 2時 30分

映像化作品のご案内　ドラマ○　映画●
○『レンタルなんもしない人のなんもしなかった話』
　　レンタルなんもしない人
○『ディア・ペイシェント‐絆のカルテ』南杏子
●『太陽は動かない』吉田修一
●『燃えよ剣』司馬遼太郎	 ●『朝が来る』辻村深月
●『騙し絵の牙』塩田武士	 ●『峠』司馬遼太郎
●『さくら』西加奈子	 ●『罪の声』塩田武士
●『ドクター・デスの遺産』中山七里
※�コーナー展示をしています。貸出中の場合は予約可能
ですので、カウンターにお声かけください。

　町民図書館は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月
10日（金）から臨時休館しています。
　開館再開のお知らせは図書館のホームページや電話などでご
確認ください。
　ご理解のほどよろしくお願いします。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　溝口芳文様（長 ）
　「町の森林整備のために」
大法師公園の桜の木を使用した積み木
　　　　　　　　 溝口芳文様（長 ）
　「子どもたちの情操教育のために」

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 嶋田　虎晄	（と　あ）	 男	 祐　也
	鰍　沢　北	 加藤慶一郎	（けいいちろう）	 男	 康志郎

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 中澤　太軌	 早　織	 （　北　）
	 〃	 河野　　淳	 優　香	 （ 千 葉 ）
	大　　　椚	 片田　　葵	 絵　里	 （ 尾 形 ）
	青　柳　町	 望月　雅城	 梢	 （ 一 瀬 ）
	 〃	 秋山　晃佑	 恵　未	 （ 三 上 ）
	鰍　沢　中	 髙井　利樹	 里　香	 （　馨　）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	大　久　保	 矢野　 雄	 93	 池田廣美
	𣇃　　　米	 深 　さい	 97	 豊　　雄
	小　　　林	 秋山　新吾	 60	 百　　合
	 〃	 深澤　富夫	 84	 道　　子
	長　　　 	 秋山たけの	 102	 勝　　洋
	 〃	 小山より子	 84	 智
	 〃	 内田　久雄	 93	 一　　志
	青　柳　町	 井上　征子	 74	 義　　仁
	 〃	 志村登美子	 95	 秀　　人
	 〃	 山本はま子	 96	 二　　郎
	 〃	 依田しづ子	 88	 　　章
	鰍　沢　北	 髙橋きみ江	 97	 義　　明
	鰍　沢　中	 雨宮　　正	 90	 宮正文
	 〃	 瀧 　忠一	 85	 裕
	 〃	 山下　正文	 64	 茂　　美

ひとのうごき（ 4月 1日現在）
人　口	 14,855 人	 （− 43）
　男	 7,220 人	 （− 24）
　女	 7,635 人	 （− 19）
世　帯	 6,331 戸	 （＋ 13）	 ※ (　) 内は対前月比

今度のイベントは

キッズ パスポート
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ア イ ド ル ス テ ー ジ

富士川町公式Facebook富士川町ホームページ 無料アプリ「マチイロ」

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

深沢　和
なごみ

心ちゃん　5歳（天神中條）

望月　紬
つむ
生
ぎ

くん
（平成 28年 3月・五開）
父　修嗣さん・母　仁美さん

小野　睦
むつ
樹
き

くん
（平成 28年 1月・長澤）

父　新一郎さん・母　加奈子さん

小野　梢
こず
恵
え

ちゃん
（平成 30年 7月・長澤）

父　新一郎さん・母　加奈子さん

　

保ほ

育い
く

園え
ん

で
友と

も

だ
ち
と
遊あ

そ

ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
描か

き
ま
し
た
。

　

絵え
の

具ぐ

と
ク
レ
ヨ
ン
で
上

じ
ょ
う

手ず

に

描か

け
ま
し
た
。

優しくて可愛いつむくん。元
気でかっこいいお兄さんに成
長してね。

歌とダンスが大好き、しりと
りがマイブーム。沢山の頑張
りにありがとう！

おままごとをしてニコニコ！
元気いっぱい大きくなろうね。

編集・発行　山梨県南巨摩郡富士川町役場／政策秘書課
〒400-0592　電話（0556）22−7216
Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp
https://www.town.fujikawa.yamanashi.jp


